
関東甲信・東北の記録的大雪による雪崩災害に対

する技術支援 

2月14日からの関東甲信から東北地方を襲った記

録的な大雪で、集落の孤立状態、交通・物流の混乱、

雪崩災害の危険性などが続きました。このため、当

センターには関係各機関から雪崩災害に対する技術

支援の要請がありました（表-1）。 

表-1 技術支援 

技術支援では、各関係機関の技術者と当センター

の職員が地表からの調査及びヘリコプターによる上

空からの調査を実施し、雪崩危険箇所の把握と今後

の対応について協議等をしました。 
なお、山梨県横内知事からは、技術支援に対して

感謝状をいただきました。 
 

新潟県地すべり対策研究会災害対策部会「新潟県

柏崎市西山町崩壊調査」 

12月7日21

時20分頃、新

潟県柏崎市西

山町長峰地区

で、長雨によ

り人家裏の斜

面が崩壊し1

名の犠牲者が

出ました。12

月9日に実施

された新潟県

地すべり対策

研究会災害対

策部会による

調査には、新

潟県（砂防課、

治山課、農地   新潟県柏崎市西山町の崩壊 

建設課）、日

本地すべり

学会新潟支

部、国土交通

省（北陸地方

整備局）、NPO

新潟県砂防

ボランティ

ア協会、新潟

県地すべり

防止工事士会     記者発表の様子 

の方々と、当センターの秋山所長、桂、畠田が参加

しました。調査後、今後の対応について技術的指導・

助言、記者発表がそれぞれ行われました。 
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要請機関 現地調査日 対応者

国土交通省東北地方整備局
仙台河川国道事務所

2月16～17日
2月19日
2月24日

伊東
池田

埼玉県
2月21日
2月25日

秋山（所長）
伊東

群馬県 2月22日
伊東
池田

山梨県 2月21～23日 秋山（所長）

埼玉県 2月25日 秋山（所長）



トピックス 

■雪崩災害防止セミナー 

12 月 11 日に、長野県飯山市で雪崩災害防止功労

者表彰式及び雪崩災害防止セミナーが開催されまし

た（主催（独）土木研究所、共催：長野県、後援：

国土交通省）。雪崩災害防止功労者表彰式では、当セ

ンターの第 11 代所長下村忠一氏（当時は新潟試験

所）が長年の雪崩対策に対する貢献により表彰され

ました。また、セミナーでは新潟大学 災害・復興科

学研究所 和泉教授による「長野県における雪崩災害

の過去・現在及び今後」と題する講演に続いて、当

センターの秋山所長による「雪崩に関する基礎知識」、

長野県建設部砂防課忠地主任による「長野県の雪崩

対策について」、当センターの伊東主任研究員による

「連続体モデルを用いた雪崩運動シミュレーション

の開発」、寒地土木研究所雪氷チーム松下研究員によ

る「地震による雪崩リスク評価技術について」の各

話題提供を行いました。  

表彰された当センター第 11 代所長下村忠一氏 

■地すべり防止施設点検学習会 

12 月 12～13 日に、国土交通省利根川水系砂防事

務所、群馬県砂防課主催による「第 8回地すべり防

止施設点検学習会」が群馬県藤岡市で開催されまし

た。この学習会は、関東甲信地区の国、都県、研究

機関の地すべり担当者が、地すべり防止施設の維持

管理手法につい

て学習するもの

です。12日には、

土木研究所によ

る講義･討論と

して、当センタ

ーの丸山研究員

による「地すべ

り防止施設の維

持管理－地表

水･地下水排除

施設－」と題し

ての講義、地す

べりチームの千

田総括主任研究

員と杉本主任研

究員による「地すべり防止施設の維持管理に向けて

の今後必要な調査･検討」と題する討論がそれぞれ行

われました。また、13日には、地すべり観測機器に

よる計測の実習や集水井工事現場と少林山地すべり

の視察が行われました。 

■積雪断面観測講習会 

1月21日に、第3回

の積雪断面観測講習

会が新潟県と妙高市

の各職員（参加者12

名）を対象に開催さ

れました。積雪断面

観測講習会は、降雪

から融雪に至る雪粒

の変化や強度の変化、

雪の層構造などを座

講と実習を通して、

積雪や雪崩に関する

知識取得することで

雪崩防災技術の向上

に役立てていただくことを目的としています。講習

会では、午前中に当センター会議室で積雪の基本的

性質及び積雪観測の方法に関する座講を、午後に妙

高市西野谷の砂防公園で積雪観測の実習を各々受け

ていただきました。 

転出者あいさつ 

■主任研究員 伊東靖彦 (H23.4～H26.3在籍) 

  2011 年 4月より 3年間、雪崩

のテーマに従事していましたが、

4 月 1 日付で札幌・寒地土木研

究所に転出になりました。1 昼

夜で 1ｍを越える大雪など、セ

ンターでの経験を活かしていき

たいと思います。ありがとうございました。   

■交流研究員 畠田和弘 (H24.4～H26.3在籍) 

交流研究員として2年間お

世話になりました。赴任早々，

国川地すべりの応急対応に参

加させていただいたほか，多

数の融雪地すべり研究の機会

をいただき，貴重な知見を得

ることが出来ました。微力ではありますが，センタ

ーでの経験を生かし今後も土砂災害の軽減のため努

力していく所存です。また，新潟県，長野県の関係

者の皆さまにはたいへんお世話になりました。深く

感謝いたします。 
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